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２㹇㸮㸳 

バーチャルなᆶ┤⤫合によるࢯリࣗーࣙࢩンᆺࣅジネスの生 

 

 
 （ᇛᮧ 㯞理子㸪㕥ᮌ ᾈ㸦日本⤒῭大学大学㝔ۑ

 

 

 
㸯㸬 ࡵࡌࡣ 

ᚋの方向性やᑗ来をண しづらく、またᢞ資できるどవ⿱もない中、業等㢳ᐈは自㌟の課題

を明確にできない状ἣにある。この現状に対して、ఱらかࢧーࣅスをᥦ౪するഃは㢳ᐈが本ᙜにఱを

ᝎࢇでいるか、その┿の課題に㋃ࡳ㎸めるかどうかが重要となる。 

┿の課題を見出すために᰿本的エンジࢽアリングのᴫ念をྲྀりධれて、࣑ࣗࢩラークルの考え方を

㐺用したࢯリࣗーࣙࢩンࣔデルをᥦする。 

 

２㸬᰿ᮏⓗࡢࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥᥦၐ 

ᚑ来のエンジࢽアリングでは、これまで与えられた課題に対して最㐺なゎを見つけて、〇ရをసり

上ࡆ、㢳ᐈにᥦ౪することができていた。しかし、現ᅾ、㢳ᐈにおける課題が明確にできないことか

らᚑ来のエンジࢽアリングではイノ࣋ーࣙࢩンは㉳こりにくい。 

そこで、見えている課題のにある本ᙜの課題を᥈るために、᰿本的エンジࢽアリングの᭷ຠ性を

ᥦၐする。᰿本的エンジࢽアリングでは、ྲྀりᕳく環境の「場」において、エンジࢽアリングを 4つ

のプロセスに分け、ྛ プロセスをつないで課題をゎỴし、社会価್を高めてゆくというᴫ念である㸦ᅗ

㸯）。ྛプロセスの㢌文Ꮠをྲྀり、全యを MECI㸦࣓キ）プロセスと[1]。ࡪ 

᰿本的エンジࢽアリングは、様々な㢧ᅾ化した、あるいは₯ᅾ的な課題やࢽーࢬをၥい┤すことに

より課題を見出し㸦Mining）、見出した課題に㝶するไ⣙を外し、課題をಠ▔的にᤊえ㸦Exploring）、

多様な科学ཬࡧᢏ⾡分㔝等の⼥合やᚑ来と㐪う見方による新しい結合、あるいは新しいアプローチ法

との⤌ࡳ合ࢃせを㐍め㸦Converging）、新たな科学・ᢏ⾡を社会に㐺用し、ᐇして新たな価್を

出する㸦Implementing）というプロセスをスパイラルに᥎㐍していく。 

 

 

ᆅ⌫社会

持⥆ྍ⬟性、環境、人ཱྀ、食ᩱ、㧗㱋化、資源、
エネルギー、情報䝕バイド、テ䝻な䛹のㅖㄢ題

ᢏ⾡とᏛ⾡（Ꮫ問とⱁ⾡）

ᑓ㛛㡿ᇦに分⛉された⛉Ꮫᢏ⾡（人文⛉Ꮫ、
社会⛉Ꮫをྵむ）とⱁ⾡のㅖ㡿ᇦ

場
ᚲせ㡿ᇦの
≉定・育成

㡿ᇦの
⤫合・融合

社会価値の
出と実

₯ᅾ䛩る
ㄢ題のⓎぢ 䐟

䐠
䐡

䐢 Mining Implementing

ExploringConverging

 
 

                    
 

ᅗ㸯 ᰿本的エンジࢽアリングの MECI プロセス 

䠘MECI の定⩏䠚 

 Mining:

ᆅ⌫社会がᢪえるᵝ䚻な㢧ᅾ化した、

あるいは₯ᅾ的なㄢ題やニー䝈を問い

┤䛩䛣とによりぢ出䛩プ䝻セス䚹 

 Exploring: 

䛣うしたㄢ題を解Ỵ䛩るにᚲせな⛉Ꮫ・

ᢏ⾡分㔝をಠ▔的にとらえる、あるいは

出䛩るプ䝻セス䚹 

 Converging; 

ㄢ題解Ỵ䜈のᚲせ性にᛂじ、ከᵝな⛉

Ꮫ・ᢏ⾡分㔝等の融合や新しい䜰プ䝻ー

チἲとの組み合わせを㐍めるプ䝻セス䚹  

 Implementing: 

新たな⛉Ꮫ・ᢏ⾡を社会に㐺⏝、実し

䛭れにより新たな社会価値を出䛩る䚹

䛭の㐣⛬で、ḟの₯ᅾ的なㄢ題を᥈䛩

プ䝻セス䚹 
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３㸬WhyࠊWhatࠊHow  ㄆ㆑ࡢ

๓項で㏙た、᰿本的エンジࢽアリングにおけるプロセスを㐍めるために、「なࡐ」㸦Why）、「ఱを」

㸦What）、「どのように」㸦How）をၥい続けることがᚲ要となる。 

ある課題が与えられた時に、┤ࡕに「ఱを」㸦What）、「どのように」㸦How）ゎỴするかに㉮らず

に、「なࡐ」㸦Why）その課題がゎỴされなけれࡤならないのか、「なࡐ」㸦Why）それが課題となるの

かをၥうことが᰿本的エンジࢽアリングでは重要である㸦ᅗ㸰）。 

 

᰿ᮏ的エンジニ䜰
䝸ン䜾のレベル

エンジニ䜰䝸ン䜾
のレベル +RZ

:KDW

:K\

:K\には、IRU ZKDWとKRZ FRPHの✀㢮がある  
ᅗ㸰 ᰿本的エンジࢽアリングのトレイࢶ 

 

㸲㸬ࡢࣝࢡ࣮࣑ࣛࣗࢩ≉ᚩ 

ところで、社会学における࣏ストࣔࢲンの特ᚩのࡦとつは、二ḟస、࣑ࣗࢩラークルのᏑᅾであり、

ࢩーとの༊別のつきにくい中間ᙧ態がᨭ配的になる現象を♧している。ᚑ来、≀語のࣆルとコࢼリジ࢜

リーࢬにおける展㛤は≀語消費といࢃれる構造をྲྀっていたとㄝ明され、連続するᑠさな≀語を見てい

るとそのᚋろに大きな≀語㸦タ定、ୡ⏺観）が見えてくるような構造である㸦ᅗ㸱）。 

 

一方、࣑ࣗࢩラークルに象ᚩされる≀語の展㛤は「ᑠさな≀語たࡕ」と「大きな㠀≀語」の二重構造

になっている。それぞれのᑠさな≀語がࣔジࣗールに分ゎされ、ḟのᑠさな≀語はそのࣔジࣗールの新

しい⤌ࡳ合ࢃせによってసられるという構造である。このᑠさな≀語たࡕが࣑ࣗࢩラークルである。 

大きな㠀≀語はタ定の集✚であり≀語性をもたない。また、ࣔジࣗールの集合をデータ࣋ースとࡪ

㸦ᅗ㸲）。[2] 

アを㈍するときにⓏ場したデ・ジ・キャラットが࢙トウࣇࢯラークルの一として、⛅ⴥ原で࣑ࣗ

あるが、このようにᑠさな≀語のᚋろには大きな㠀≀語がᏑᅾし、それがデータ࣋ース構造                       

を持っているというのが࣑ࣗࢩラークルの特ᚩである。 
 

䝕ー䝍ベースᾘ㈝のᵓ㐀（ᮾᾈ⣖）

ᑠさな物ㄒたち
ྠじ䝕ー䝍ベースから
無㝈に⣳䛞出される
సရ䠙シミュラークル

大きな非物ㄒ

タ定の㞟✚

ᾘ㈝

ᾘ㈝

    
 ᅗ㸱 ≀語消費の構造 ᅗ㸲 データ࣋ース消費の構造 

 Why 

解Ỵ䛩べきㄢ題がな䛬ᚲせなのか、解Ỵ手ἲ

がな䛬㝈定してしまうのか䚹  

 What 

上グプ䝻セスでタ定されたㄢ題を㐺切に定⩏

䛩る䚹解Ỵにᚲせなᢏ⾡・Ꮫ⾡をྠ定䛩る䚹  

 How 

⛉Ꮫᢏ⾡とㄢ題を⤖びつ䛡るプ䝻セスの活ື䚹

ዴఱにᢏ⾡・Ꮫ⾡を⏝いて価値を出䛩るか䚹  
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㸳㸬ࡢࣝࢹࣔࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯᒎ㛤 

ᡃ々は௨๓、クラウド・コンࣗࣆーティングにおけるࣘーザどⅬから生ࡳ出される新しいࢧーࣅス

価್について、࣏ストࣔࢲンにおける࣑ࣗࢩラークルの発を基にイノ࣋ーࣙࢩンのࣔデルを考えた。

[3][4] 
 
コンࣗࣆータࢩステ࣒のኚ㑄の中で、ᚑ来のコンࣗࣆータࢩステ࣒の構ᡂ要⣲はಶ々に分されࣔ

ジࣗール化された。そして、ࣔジࣗールがࣘーザഃのᚲ要性によって⤫ᗫ合され、新たな⤌ࡳ合ࢃせ

を生ࡳ出すことが可能となった。この新しい⤌ࡳ合ࢃせによって出来上がるものがࢧーࣅスとなり、

ࣘーザにᥦ౪される。一方、ᥦ౪されたࢧーࣅスはࣘーザの新しい価್観に౫Ꮡする。 

この新たな⤌ࡳ合ࢃせについて、࣑ࣗࢩラークルの考え方を㐺用し、新たなࢧーࣅスをᥦ౪するこ

とができるバーチャルなᆶ┤⤫合のࢯリࣗーࣙࢩンࣔデルと定⩏する㸦ᅗ㸳）。 
 
これらは、〇ရありきのプロࢲクト࣋ースからࢧーࣅスをᥦ౪するࢯリࣗーࣙࢩンにࣇࢩトしてい

る流れと合ࢃせて考えることができる。ࣘーザの新しい価್観によりồめられるࢧーࣅスは多様であ

り、新たな⤌ࡳ合ࢃせはỴして一意ではない。そのため、ࣘーザにᥦ౪するࢧーࣅスは、いくらプロ

 。展㛤しづらいと考えるスࣅーࢧースから発してもࣘーザがồめるような࣋クトࢲ
したがって、これまでのᡂり❧ࡕを意識せずにࣘーザの新しいࢧーࣅス価್をീすることがᚲ要

となる。 
 

分割 ⤫ᗫ合

新たな組み合わせ

プ䝻䝎クトベース 䝋䝸ューション

モジュール化

ᥦ౪

䝴ー䝄の新しい価値観

䝃ー䝡ス

シミュラークル
䝫ストモ䝎ンの「ᑠさな物ㄒたち」

ᆶ┤⤫合 Ỉ平分ᴗ

 
 

ᅗ㸳 ࣑ࣗࢩラークルの考え方を㐺用したࢯリࣗーࣙࢩンࣔデル 
 

㸴㸬᰿ᮏⓗࣝࢹࣔࣥࣙࢩ࣮ࣗࣜࢯࢢࣥࣜࢽࢪ࢚ࣥ 

ᚑ来のプロࢲクト࣋ースでは課題が㢧ᅾ化しており、つまり「ఱを」㸦What）が明確であり、ᚲ然

的に「どのように」㸦How）もỴまる。一方、課題が見えていない場合では、まず「なࡐ」㸦Why）を

考えることにより、┿の「ఱを」㸦What）が見つけ出すことになる。つまり、ࢯリࣗーࣙࢩンࣔデル

では「なࡐ」㸦Why）より「ఱを」㸦What）Ỵめていく。 

 

᰿本的エンジࢽアリングにおける、課題をゎỴするにᚲ要な科学・ᢏ⾡分㔝をಠ▔的にとらえ、あ

るいは出するプロセス（Exploring）、ཬࡧ、課題ゎỴのᚲ要性にᛂじ、多様な科学・ᢏ⾡分㔝等

の⼥合や新しいアプローチ法との⤌ࡳ合ࢃせを㐍めるプロセス（Converging）の㸰つのプロセスにお

いて、ࢯリࣗーࣙࢩンࣔデルの活用が᭷ຠであると考えている㸦ᅗ㸴）。 
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えࡤ、ᦠᖏ㟁ヰについて考えてࡳると、新しいᦠᖏ㟁ヰを造する時にᚑ来のᦠᖏ㟁ヰの〇ရ構

造を࣋ースにした発をした場合、ᚑ来のධຊ⨨や⾲♧⨨、その他ྛ種機能による⤌ࡳ合ࢃせで

ᡂ❧される。一方、㠉新的なス࣐ート࢛ࣇンの代⾲である iPhone の場合では、ᚑ来のᦠᖏ㟁ヰの構

造や᪤ᡂᴫ念をそし、ࣘーザどⅬでデザインされた仕様により発し造された。 

このように、新しいものを造するためにᚑ来のไ⣙を外して、㐪う見方による新結合を考え、┿

の「ఱを」㸦What）を見つけ出すことがᚋよりᚲ要とされると考える。 

 

ᚲせ㡿ᇦの
≉定・育成

㡿ᇦの
⤫合・融合

社会価値の
出と実

₯ᅾ䛩る
ㄢ題のⓎぢ

Mining Implementing

ExploringConverging

ไ⣙をእ䛩㐪うぢ᪉による
新⤖合

分割 ⤫ᗫ合

新たな組み合わせ

モジュール化

ᆶ┤⤫合 Ỉ平分ᴗ

WhatとHowがỴま䛳ている
WhyによりWhatとHowがỴまる

䝋䝸ューションモ䝕ルの活⏝

 
 

ᅗ㸴 ࣑ࣗࢩラークルࣔデルの㐺用 

 

㸵㸬ࡾࢃ࠾ 

ンとは造的活動による新〇ရの㛤発、新生⏘方法のᑟධࣙࢩー࣋イノ、ࡤーターによれ࣌ンࣗࢩ

等により㉳業ᐙ(アントレプレࢼー)が᪤Ꮡの価್を◚ቯして新しい価್を造してゆくこと(造的

◚ቯ）であり、これらは新結合によりᐇ現しうるものであると定⩏している。 

「なࡐ」㸦Why）により「ఱを」㸦What）と「どのように」㸦How）がỴまる、新たな⤌ࡳ合ࢃせの

ᥦ౪を可能とするࢯリࣗーࣙࢩンࣔデルにより、イノ࣋ーࣙࢩンを㉳こすことができると考える。そ

して、ᚋࢯリࣗーࣙࢩンࣔデルについてࣅジネス生のලయ化がᚲ要となる。 
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